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エイアンドエフ株式会社　取締役・デザイン顧問
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コーディネーター：遠藤　隆 東日本旅客鉄道株式会社　技術企画部長　兼　JR東日本研究開発センター　所長

（遠藤）シンポジウムの第一部では、メインテーマ「新幹

線のさらなる進化をめざして」についてご紹介してまい

りましたので、開発プロジェクトの推進状況や、新しい

新幹線を創ることにかける若い技術者の心意気などを感

じ取っていただけたのではないかと思っております。こ

こからはパネルディスカッションという形で、特に私ど

もが現在進めております次世代新幹線に対して、幅広い

意味からの期待や展望について、本日ご参加いただきま

した有識者の皆様に大いに語っていただこうと思ってお

ります。

それでは、横山様からお願い致します。横山様は、現

在のマーケティング会社を設立され、特にエンドユーザ

ーサイドに立った視点と新技術をつなぐことを得意分野

とされていらっしゃいますので、特にお客様からの視点

などを織り込んでいただき、新幹線に対する期待や展望

をお話いただけるのではないかと思います。それでは、

お願いいたします。

（横山）株式会社マックス・ヴァルト研究所の横山です。

私どもは、エンドユーザーの側からニューテクノロジー

を見ていく、そしてニューテクノロジーとエンドユーザ

ーをつなぐという仕事をしています。今回のテーマは、

次世代新幹線ということですので、ユーザー側の素朴な

気持ちをここ15年間のユーザーの変化を見ながら、お話

をさせていただこうと思います。

聞くところによりますと、東京駅も2011年完成予定の

ルネッサンス計画で変わっていくそうですね。私は、「変

わっていく」ということを、とても大事にしたいと思っ

ています。「変わる」ということは、知的な作業です。よ

く「昔は良かった」と言う方がいますが、そういう方々

はじめに1.

今回のＲ＆Ｄシンポジウムでは、お客さまサービスの向上を目的とし、高速性、信頼性、環境適合性、快適性など

のあらゆる面で最高水準の実現をめざして取組んでいる新幹線高速化の取組みを踏まえ、「新幹線のさらなる進化をめ

ざして」をテーマとしました。パネルディスカッションでは、社外の有識者をお招きして、「次世代新幹線に対する期

待と展望」をテーマに、様々な視点からご提言やご意見をいただくことができましたのでご紹介いたします。

パネリストのご紹介と視点2.

次世代新幹線に対する期待と展望
R&Dシンポジウムパネルディスカッション
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は知的な努力をしない方々なのではないか、とすら思い

ます。「変わる」ということをポジティブにとらえれば、

「新しいもの」が生まれます。今までになかった、新たな

価値を生み出すことができると思うのです。

では、この15年間のユーザーの変化を簡単にお話しし

たいと思います。まず大きく変わったのは、情報通信技

術が使えるものになり一般化したということです。15年

前は「パソコンなんて家庭に入るの？」という議論が真

剣に語られていましたが、今は当たり前のように使える

ものになっています。二点目は、携帯電話やパソコンな

ど様々なメディアを使いこなすようになってきたことで

す。特に携帯電話の普及で、我々は出かけた先々でも

様々な情報を入手できます。最近では、ワンセグでテレ

ビが見られる携帯電話まで登場し、場所を選ばず、様々

なメディアを上手に使いこなすようになりました。三点

目は、情報の使い方が上手になったということです。昔

は情報機器の使い方が上手な人しかメリットが得られな

かったのですが、今はインターネットにより簡単に情報

が手に入り、しかも、それを上手に「生活のなかで」使

いこなすことができるようになりました。四点目は、エ

ンドユーザーのほうが、作り手より賢くしたたかになっ

たということです。これは、15年前と完全に逆転しまし

た。15年前は、作り手側が「ユーザーを教育する」と平

気で言っているような立場だったのですが、今はユーザ

ーの方が作り手の想像をはるかに超えた、「使い手」にな

っています。五点目は、待たなくてもすむ環境に慣れて

しまったということです。携帯電話やインターネットな

どの様々なツールによって、待てなくなってしまったと

言った方が正しいかもしれません。みんなが「気が短く」

なってきた時代とも言えます。

次に、近年のインターネットユーザーの大きな変化に

ついてご紹介します。インターネットでは、エンドユー

ザー側の発信ツールが増え、いろいろな所で発信してい

くことができるようになりました。例えば掲示板、ブロ

グ、レビュー、簡単なホームページなどです。また、情

報の発信力とともに、情報を受けた場合の処理能力も向

上しています。我々は、よく「クチコミ」という言い方

をしますが、これまでのクチコミのレベルをはるかに越

えてしまいました。情報の受発信でユーザーが自ら切磋

琢磨し、一般ユーザーの情報力がプロの世界に近づいた

ことは、とても大きな変化です。誰もがプチ評論家、プ

チマニアになってきたと言えると思います。

また、携帯電話などの携帯ツールができたことによっ

て、どこでもインフォメーション＝情報が得られる、ど

こでもコミュニケーション＝交信ができる、というよう

になりました。その結果、どこでも仕事ができる。どこ

でも情報発信、情報受信ができる。どこでもプライベー

ト空間が持てる。というようになり、これらが今後の新

幹線空間にも大きな影響を及ぼすことになると考えてい

ます。

これらの変化によって出張や個人の旅を含め、旅その

ものが大きく変化しました。まず、旅先の情報、交通手

段、お得な情報、スポット情報などの知識が豊富になっ

たことで、今まで旅行代理店などが発信してきた情報を、

ユーザーは自分で得ることができ、使いこなすようにな

ったのです。その結果、旅を自己プロデュース、自己企



45JR EAST Technical Review-No.15

Interpretive article
解 説 記 事 3

画することができるようになりました。与えられたもの

ではなく、自分達でつくっていく旅が増えました。加え

て、鉄道の旅、車の旅、飛行機の旅というように選択肢

が増えたことで、その時の気分や予算によって旅を比較

してセレクトするようにもなりました。また、携帯電話

などのツールの登場が大きく影響していますが、今まで

は旅に行ってしまうとその人の所在が分からなくなると

いう状態（ブラックアウト状態）になりました。しかし、

最近はどこに行っても携帯電話でつながれるということ

で、旅や出張が日常の連続性の上にあるという、大きな

変化をもたらしました。このことによって、非常に気軽

で簡単で、コンビニ感覚な旅、あるいは出張ができるこ

とになりました。

この現象は、新幹線の高速化によってさらに大きく推

進されていくと思います。このような「旅の日常化」も

ポジティブに捉えてゆけば、新しい発想がうまれてくる

と思います。

（遠藤）ありがとうございました。続きまして、須田先生

にお願い致します。須田先生は、特に技術領域の方は皆

さんよくご存じかと思いますが、鉄道における新進気鋭

のアカデミアということで、私たち鉄道事業者としても

大変頼りにしている方です。それでは、よろしくお願い

します。

（須田）ご紹介いただきました東京大学の須田です。本シ

ンポジウムで非常に丁寧な技術的解説がありましたので、

私から技術的なお話をする内容がないのではないかとい

う感じがしています。私は駒場と千葉にある生産技術研

究所、および国際産学共同研究センターで主に車両関係

の研究に取り組んでいます。もともとは、ダイナミクス

という非常に堅い分野を扱っていましたが、最近は、乗

客の快適性や自動車のドライバーの話などといった、ヒ

ューマンインタフェースの分野の新たな研究にも取り組

んでいます。主に鉄道車両が専門でしたが、最近は磁気

浮上システムや船舶、自動車の研究も行っているところ

です。また、このようにビークルの研究をやっているの

ですが、「ビークルの研究など大学でまだやることがある

のですか」と言われることがあります。先ほどチャレン

ジの話が出ましたように、鉄道を始めとした交通技術は、

まだまだやることは一杯あるというのが私の考えです。

横山さんからお話がありましたが、IT、コンピュータ関

連の技術は非常に発展してきています。これに伴い交通

技術も発展します。また、人間というのは非常に要求が

高いですから、新しい技術ができても、それで満足する

ことはないということです。

次に、鉄道の特徴を紹介しますと、分野融合というこ

とがあります。つまり、インフラである土木工学、車両

大学でドイツ文学を学び、出版社で編集者として勤務。
その後、フリーライターとして活動しながら大学で昆虫
学を学ぶ。マーケティングの分析に生態学を応用できる
点に着目し、独自の分析方法を確立する。それらを活か
すため、これまでの手法では解決できなかった情報通信
分野における独自のマーケティングを実践すべく、1992
年に株式会社マックス・ヴァルト研究所を設立し、現在
に至る。
エンドユーザーサイドに立った視点と新技術をつなぐこ
とを得意とする。情報通信関連の商品・サービス企画・
開発。ECの各サービス・電子マネー実験、Suicaを利用し
たサービスや駅務機器に関する調査、駅構内など公共空
間に関する調査を手がける。

株式会社マックス・ヴァルト研究所　代表取締役社長

横山　雅子氏（パネリスト）



46 JR EAST Technical Review-No.15

Interpretive article

のミッションとしており、特長のある大型の産学連携プ

ロジェクトを推進する制度も持っています。この制度を

活用し、高速鉄道車両のイノヴェーティブ・デザインに

関する研究をCCR産学連携プロジェクトとして3年ほど進

めてきました。様々なテーマに取り組みましたが、その

中から、新しいアクティブ振動制御に関する研究をご紹

介したいと思います。この話題は、先ほどもFASTECH

で出てきましたが、アクティブコントロールでは新しい

アクチュエータの開発が重要です。私どもの研究室で手

づくりで試作した電動アクチュエータを実際の台車に取

り付け、JR東日本の研究開発センターにある台車試験装

置を用いて、車両動揺を制御するための実験をしました。

我が国には、様々な新幹線がありますが、JR東日本では

フルアクティブコントロールという一番進んだコントロ

ールをしています。ところが、フルアクティブコントロ

ールではエネルギー消費が課題となるので、省エネルギ

ーでいかに性能を出すかということが重要であり、環境

問題にも目を向ける必要があります。振動エネルギーを

電力として回生したエネルギーを使って、さらにアクテ

ィブコントロールをする可能性についても研究を進めま

した。これを「セルフパワード・アクティブ制御」と呼

んでいますが、実際に実験してみると、想定平均消費電

力はかなり小さくてすみそうだという結果も出ています。

360km／hまで台車試験機で回しても、非常に電力消費は

小さく、かつ、性能もそこそこ得られるという結果が出

ています。今後は、これをいかに発展させるかが一つの

課題だと考えています。

今日の私のスタンスとしては、産と官の中間的立場と

して、あるいは産業界とユーザーの中間的立場として、

学という観点からお話したいと思っています。

に関する機械工学や電気工学などの協調が非常に重要で

あるということです。

自動車関係の研究では、実践的な研究設備としてドラ

イビングシミュレーターや実験車を導入していますが、

鉄道関係では、快適性評価をする実物大のモックアップ

を用意しています。本当はテストコースや試験線が欲し

いのですが、さすがに自前で作ることはできませんので、

スケールモデルということで実際の鉄道車両を10分の1ス

ケールにした模型を使って実験する設備を導入していま

す。例えば、なかなか実物を見るのが大変な車輪とレー

ルの接触問題については、曲線を模擬走行させています

が、将来は高速の試験ができる装置も導入したいと考え

ています。

車両の分野の研究では、アカデミックな研究を進める

上でも大学だけでは限界があり、産業界や官との共同研

究が非常に重要になってきています。産学官の連携とい

うことでは、研究室の研究成果であるシーズと産業界の

ニーズをいかにマッチングさせるかを考えています。ま

た、分野融合に関する大学の取り組みとして、機械、電

気、土木を融合した研究を推進しています。さらに、将

来に向けてマルチモードな交通システムとして、必ずし

も鉄道だけではなく自動車やもっとパーソナルな新しい

乗り物も含めた様々な交通分野を融合していく取り組み

も始めています。過去の研究成果としては、新しい自己

操舵台車の開発や、JR東日本との共同開発である、レー

ルに発生する波状摩耗の検出手法に関する研究などがあ

ります。

次に、現在進めているJR東日本との共同プロジェクト

をご紹介します。東京大学国際・産学共同研究センター

は、産業界との連携プロジェクトを推進することを一つ



日本学術振興会特別研究員、法政大学助教授、カナダ・ク
イーンズ大学客員助教授等を経て現在に至る。専門分野は、
機械力学、制御工学、車両工学。日本機械学会、電機学会、
土木学会など多数の学会で活躍。
公職として、運輸省の運輸技術審議会専門委員・特別委
員、国土交通省の社会資本整備審議会、航空・鉄道事故
調査委員会など。
著書に、「それは足からはじまった－モビリティーの科
学－」（共著、技報堂出版）、「車両システムのダイナミクスと
制御」（共著、日本機械学会）、「鉄道車両のダイナミクス
最新の台車テクノロジー」（共著、電気車研究会）、「パソ
コンによる制御工学」（共著、海文堂出版）などがある。

東京大学国際・産学共同研究センター　
兼　生産技術研究所　教授

須田　義大氏（パネリスト）
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（遠藤）ありがとうございました。それでは続きまして、

福田先生にお願い致します。福田先生は、インダストリ

アルデザイナーとして活動を始められたのち、ご自身で

デザイン会社を設立されてご活躍され、昨年の秋からは

首都大学東京の工学系、芸術系のデザイナー育成という

ことで教授をされていらっしゃいます。多くのトランス

ポーテーション関係のデザインにもたずさわられ、当社

においても様々な新幹線や特急車両のデザインも手掛け

ていただいています。ちなみに今回のFASTECH360のカ

ラーリング、あるいはエクステリアデザインも、福田先

生によるものです。今日は、特に美の観点から、様々な

お話がいただけるのではないかと期待をしております。

それでは福田先生、よろしくお願いします。

（福田）ご紹介いただきました福田です。今日は、ユーザ

ーの立場、あるいはデザインの立場からお話したいと思

います。鉄道車両にもデザインという「美学的アプロー

チ」が必要だと思うのですが、本来は企画とか設計とい

う意味合いで使われているかと思います。設計会議は、

英語でデザイン会議となりますので、我々の職能からす

るとその中での「エステティック・アプローチ」という

ことになります。「エステティック」と言うと、指圧マッ

サージ等を連想させたり、フランスでは美容院のことを

指すらしいですが、デザイン業界では、生活や暮らしそ

のものを快適に美しく考えるという意味に使います。須

田先生の資料にも、「イノヴェーティブ・デザイン」いう

表現がありましたが、我々デザイナーの仕事というのは、

工学的なアプローチとユーザーの立場との間に入り、芸

術的なアプローチを持って、エンジニアの考えを視覚的

に見せ伝えていく仕事なのかなと思います。

我々の職能、インダストリアルデザインが市民権を得

たのは、皆さんもご存じだと思いますが、1930年代のア

メリカでレイモンド・ローイが流線型の機関車をつくっ

た、ちょうどその頃なのです。ですから、須田先生の大

先輩たちが産業革命以来250年以上の歴史がある中で、

我々はたかだか70～80年しかないという意味では、まだ

市民権がないのかなぁと思いながら、一生懸命に啓蒙に

励んでいるところです。レイモンド・ローイは、「使い手

に幸福を、企業に黒字を」と言いました。私は、黒字の

ところは責任が持てませんが、とにかくユーザーの立場

も含めて、「美しく魅力的なモノづくりを通して豊かで快

適な暮らし」を考えるという姿勢で取り組んでいます。

「安全から安心へ」というキーワードを用意させていた

だきました。デザイナーとしての役割は、技術者用語の

「安全性・確実性」という言葉を感性領域の「安心感・信

頼感」という形に置き換えていくような仕事で、それを

可視化して表現することができる職能だと捉えています。

また、「機械の20世紀から環境の21世紀へ」と言われてい

ます。環境や安全性を前提にした乗客一人ひとりへのき

めの細かな快適サービスには、人の感性に訴える「安心

のシステムづくり」が重要であり、求められていると考

えます。

2番目は、「感性デザイン」です。先ほど申し上げまし

たように、デザインを決定する最終的な判断基準は美学

の領域なのですが、もともと美学の語源は感性学から来

ているようで、視覚や聴覚などの感性評価というものが

「感じる空間」へと我々を導いてくれるということのよう
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です。ただし、美の神様はミューズですが、あれはミュ

ージック（音楽）と言う様に、聴覚の方でとられています

…。

もう少しひも解いてみましょう。一般的にデザインと

言う時には、視覚化された形や色として最初に飛び込ん

できます。ですから、モノとして「見える」ということ

は非常に評価がしやすい。今までは目に見えるものを指

摘して、デザインが語られることが非常に多かったと思

います。これは、時代とともに変わる人の心理・嗜好を

反映した様式美、つまり流行現象としての見方なのです。

一方、快適空間を考えたときの必須条件としては、視覚

的要素のほかに「目に見えない要素」というものが挙げ

られます。つまり、使って初めてわかる事柄であって、

「感じる」という感性面での評価のことです。例えば、

「聴覚」から捉える音。先ほどから騒音の話が出ています

が、音質・音色といったもので数字には表せないところ

です。そして、「触感」。肌触りや風合いといったもので、

柔らかい素材に触れた感じとか、あるいは冷たさや温か

さ、重さや重心といった感じのことです。そういうこと

が人間の五感に訴える。そんなことがこれからの評価基

準になってくるのではないかと思いますし、先ほど横山

さんのお話にもありましたが、そういう領域で世の中が

評価され始めているということです。また、それらを環

境要件として考えたときには、室内における光、音、風

は、このチャートの下のように分類し、置きかえること

ができます。このように考えていきますと、光・風・音

などが醸し出す「雰囲気」こそが魅力ある快適空間に必

要な要素であって、人そのものをもう一度研究し直して

いく中で答えを見つけることが不可欠なことになってき

ます。須田先生のお話の中にもヒューマン・インタフェ

ースの話がありましたが、そんなことも関係する重要な

要素と考えています。

3番目に、快適サービスについてお話をさせていただき

ます。「ユニバーサル・デザイン」という言葉が最近頻繁

に使われます。歴史は30年以上と古いのですが、簡単に

言ってしまえば「誰にでも使い易いモノやコトを目指す」

ことになります。しかし、それを「思わず自然に楽しく

快適に過ごしてしまうような工夫」と捉えてはどうでし

ょうか。つまり、無理がなく堅苦しくなく嫌なことも気

にならず、むしろ、気がついてみたら気持ち良かったと

いうような…、こうして使いなさい、ああして使いなさ

い、こんなに安全ですよということではなく、もっと控

えたところの本質にせまり思い巡らすということです。

例えば、高速移動のためのしつらいを考えるときに、果

たしてデザインとサービスは快適空間に向かって本当に

進化しているのでしょうか。産業革命の時から、モノの

開発は機械性能優先で進められてきましたが、近頃は

「機械性能優先設計から人間中心設計へ」とも言われ続け

てきました。今日のタイトルの「より早く、より快適に、

より環境にやさしい」の「より環境にやさしい」という

ところを「人間中心設計」で置き換えると、「より早く、

より快適に、より美しく」と言いかえることが出来ます。

私達は、ヒトとヒトの関係を美しくしていくこと、モノ

とモノの関係を美しくしていくこと、その様な中から

「環境が自然に美しくなっていく」というようなアプロー

チをしていきたいと思っています。そして、窮屈と感じ

させる物理的要素や退屈と感じさせる心理的要素に対し

て、感性とともに「時の流れ」を意識したデザインであ

りたいと考えています。例えば椅子の評価でしたら、座

ってすぐに気持ち良いということではなく、その心地は2

～3時間かけて初めて答えが出てくるように、ある程度

「時」を意識しながらデザインしたいと思っています。
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4番目に、「美しいかたち」を挙げたいと思います。形

態と機能は時代の技術と環境を反映しながら進化してい

ます。かつて蒸気機関車のデザインは、徹底した機械的

性能の追求による幾何学的造型美の形態として、先ほど

お話しした1930年代には一世を風靡した時代がありまし

た。そして、今やFASTECHの時代。この高速化時代で

は、空力的解析による環境性能を重視した有機的曲面形

態が必須となっています。その結果が、自然界の鳥や魚

などの生命体に似た複合形態となっていることは、とて

も興味深いことだと思います。先ほどマレー・ヒューズ

氏の講演にもありましたように、イタリア・ペンドリー

ノやスペイン・AVEのネクストジェネレーションの形を

見ましても、我々が、長野新幹線開業時に提案したE2型

新幹線の有機的な形態というのは間違っていなかった、

トレンドセッターとしての役割を果たせたのではないか

と自負しています。審美的形態の追求については、次世

代高速車両における機能の再構築を促し、結果として快

適な乗り心地の性能向上にもつながっているのです。

5番目に、「色」についてお話をさせていただきます。

人間の目は、初めに「色」を知覚、認知します。その後

に形を知覚することから、デザインの色彩提案では意外

と軽く決めてしまわれることが多いのですが、実は大変

重要な要素なのです。鉄道沿線では音の問題もそうです

が、色彩も環境との調和を図りながら、いつも審美的で

ありたいと願っています。その沿線環境の景色とは日本

の美意識や色彩感覚に基づく原風景なのです。E2系の色

目は、そのイメージを枕草子の第一段から選択していま

す。ご存じように「春はあけぼのやうやう…」と始まる

この歌のイメージを、この3色に託して提案をさせていた

だき、長野オリンピックを迎えたあの時期に、世界中の

方々にご覧いただいたことも記憶に新しいことと思いま

す。この3色とは日本的な飛雲の真っ白ではない霞のかか

ったグレーイッシュな色と、夜が明けてこようという濃

紫の間に、朝日の赤い色を配したものです。マレー・ヒ

ューズ氏の国のユニオンジャックも、アメリカのスタ

ー＆ストライプスも、フランスのトリコロールも、みな

この3色を使っていますので、西洋の方にもご理解いただ

ける色ではないかと思います。

最後に、「先進のデザイン開発」というお話をさせてい

ただきます。鉄道車両は製品寿命が長いことが特徴です。

しかし、問題解決のために改良を繰り返すだけの一時的

な策、つまり現状からの発想だけでは、新たな技術革新

の流れや時代を読んだ持続可能なデザインというのはな

かなか望めないものだと思います。次世代には、未来か

らの発想も必要なのではないか。企画の部分だと思いま

すが、明確な目標設定こそが夢の実現と最適解への近道

ではなかろうかと考えます。
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デザイナーの提案には、いつも次世代からの、あるい

は次世代への予言のようなところを持ち合わせています。

魔術師が水晶玉に何かを映して皆に見せてあげるという

ように、思いを可視化することによって周辺技術を磁石

のように引きつけてくることがもしあるとすれば、デザ

インは夢のプロジェクト実現のドライビングフォースに

なっていくのではないかと思うのです。日本発の感性エ

ンジニアリングが世界的に認められてきているようです

が、一人の「ひらめき」を皆さんで共有できる「ときめ

き」に変えていく、つまり、「感性」こそが感動を呼ぶキ

ーワードなのです。

（遠藤）どうもありがとうございました。デザインに対す

るお考え、またFASTECHを越えるような、我々のイマ

ジネーションを越えているようなイラストを見せていた

だき、ありがとうございました。

（遠藤）それでは、パネルディスカッションの本題に入っ

ていきたいと思います。まず、この先の新幹線への期待

という前に、現在の新幹線について皆様方がどのように

お感じになっているのか、率直なところをお聞きしてい

きたいと思います。

新幹線は社会や人々に様々な影響を確実に与えてきた

と思うのですが、まず横山さんからは、ユーザーの視点

を含めてお話をお願いします。

（横山）新幹線のことに触れる前に、最近の通勤・通学の

大きな変化についてお話したいと思います。最近の通

勤・通学というのは、ここ数年間で大きな変化が三つあ

りました。

一つ目は「Suicaの普及」。また、Suicaによる様々な付

加価値が生まれたことです。Suicaはタッチするだけの、

簡単で合理的なツールとしての機能だけではありません。

つまり、Suicaを持っているヒトだけが改札をスルーでき

るということで、我々ユーザーの中には「駅が自分の縄

張り」のような意識が芽生えるようになりました。そし

て、おなじみ客の感じも生まれました。よくバーなどに

行って「いつもの」と言うと、いつものドリンクが出て

くる、この「おなじみ感」みたいなものは、ユーザーに

とってとても嬉しいことなのです。あとは、Suicaのタッ

チ感の良さです。タッチすると、「ピッ」という音がしま

すが、これには妙な達成感と快感があります。あのタッ

チ音が無音であれば、そこまで気持ちよくないと思いま

す。なぜか「やったぞ」というような不思議な感じを持

たせてくれるのです。

二つ目は、先程も携帯ツールによって自分の時間が随

分多く持てるようになったと申し上げましたが、携帯電

話ばかりか、テレビやDVDも見られ、工夫次第では何で

もできるようになったほど携帯ツールが多様化したこと

で時間を有効に使えるようになったことです。

三つ目は、「そそられる駅」になったことです。品川駅

や大宮駅には「エキュート」というのもできていますが、

各駅が「エキナカ」を形成することで、改札を出ずに駅

の中で色々な用事が足せるようになりました。これによ

って、通勤・通学をする一般ユーザーにとっては、駅で

過ごす時間を楽しい時間として捉えられるように変化し

現在の新幹線3.

日産自動車㈱を経てフリーランスのインダストリアルデザ
イナーとして活動をはじめる。1985年、A&F株式会社を
設立。オフィス用家具・椅子や各種産業用機器開発を手が
ける。また、鉄道、自動車、船舶、航空機などトランスポ
ーテーションデザインの他、空港や駅などの交通システム
関連のデザイン開発をサポート。工学系・芸術系大学や企
業内デザイナーへの教育を含め現在に至る。
川崎市産業デザインコンペ審査委員長、日本産業デザイン
振興会Gマーク選定委員。
鉄道では、新幹線をはじめとした鉄道車両のデザイン開発
に携わる。JR東日本では、「つばさ」「はやて」「スーパー
ひたち」「カシオペア」「FASTECH360」などの他多数。

首都大学東京　システムデザイン学部　教授
エイアンドエフ株式会社　取締役・デザイン顧問

福田　哲夫氏（パネリスト）
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てきています。私はエキナカがある駅に行くと改札を出

ずに中を回るのですが、ここにこんなものがあった、ま

たこんなものが見つかったと、ロールプレイングゲーム

で街に着いたときのような新たな発見があります。品川

駅には品川駅にしかないもの、大宮駅には大宮駅にしか

ないものがあり、「ここでこんなモノを見つけたよ」とい

う喜びです。このように、通勤・通学は辛いラッシュと

は言え、我々自身が自分で楽しく演出できるように変わ

ってきているのです。我々ユーザーは、やはりけっこう

したたかなのです。

一方、レジャーに対する考え方も変化しています。こ

れは、とても大事な問題なのですが、価格が安くなった

こともあり、海外旅行が圧倒的に増えました。日常の旅

ではない非日常の旅、つまり、「さあ、行くぞ」という気

合が入る旅は、海外旅行を選択するようになってしまっ

たのです。一方、日帰り旅行も増えています。データを

見て驚いたのですが、1泊以上の旅が大きく減少していま

す。通常は、旅というと日帰りではなく1～2泊するもの

ですが、そういう旅が減って、日帰り旅をする方が非常

に増えているのです。それはなぜかというと、先程お話

したように、ひとえに情報量が増えたことでレジャーが

日常化したということだと思います。カーナビによる、

ドライビングの効率化もあるでしょう。最近のユーザー

意識では、食事に出かけることも旅のジャンルに含まれ

ています。このように、レジャーが日常化することで気

軽に満足感が得られるため、1泊以上の旅が減ってしまっ

たと言えます。これらの現象から想定できるのは、「旅の

二極化」ということです。ふらっと行く「日常の旅」か、

さて行くぞ、という「非日常の旅」の二極化です。これ

からは、自分の中で旅のランクづけをし、それに合った

お金の使い方をするようになるでしょう。これは今後の

新幹線の利用形態にも大きく影響を与えるかもしれない、

そんな気がします。

次に、「新幹線の変化」についてお話します。新幹線に

よって明らかに快適な通勤や出張ができるようになった

と言えます。実は、首都圏の通勤より新幹線通勤の方が

ずっと快適です。地方から新幹線通勤の経験がある何人

かの利用者に聞くと、東京都内から通勤するようになっ

てから、新幹線通勤よりも自分の時間が減ったと言いま

す。そして、とにかく新幹線通勤は快適だったとも言い

ます。新幹線に乗るときは「さて、何をしようか。今日

はどんなふうに過ごそうか」とプライベートモードに入

って新幹線に乗ったと言うのです。新幹線通勤は、新幹

線が日常化している代表例です。一方、出張もたいへん

気軽になりました。面白い話なのですが、ある方が言い

ました。「新幹線が登場するまでは、出張といえば車内で

ビールを飲んでいたけれど、新幹線はあまりにも早く着

くものだから、車内で飲まずに地元に帰ってから、いつ

もの店で一杯飲むようになった」と。これは出張の日常

化の典型と言えますが、そんな風に新幹線の乗り方が変

わってきているのです。

携帯ツールは新幹線車内における時間の使い方にも変

化をもたらしています。例えば、朝の通勤ならウォーム

アップする時間として、帰宅時は、仕事のことから離れ

気持ちを落ち着けていく時間として、リラックスしたり、

テレビを見たり、エンタテインメントを楽しむ時間とし

て使うことができる。恐らく、工夫次第ではもっと様々

なことができると思います。ユーザーが自由な時間を得

るためには、ユーザー側のしたたかな工夫だけではなく、

今後の新幹線の環境づくりも必要かもしれないと思いま

す。

（遠藤）どうもありがとうございました。レジャーの変化、
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そして新幹線が随分社会の多様化に寄与しているという

お話をいただきました。ガラッと変わりまして、1964年

の新幹線開業から42年が経ちますが、ある意味で進化を

遂げてきたことにより今日の新幹線があるわけですが、

その辺について須田先生はどの様に見ておられますか。

（須田）それでは、在来鉄道から新幹線に変わった辺を、

技術の観点からお話ししようと思います。先ほどマレ

ー・ヒューズ氏から高速鉄道の歴史について詳しい話が

ありましたが、高速化を如何に達成するかというのが最

も大きな技術的課題だったと思います。フランスの試験

電車が331km／hで走ったときの写真がありましたが、走

った後の線路がぐにゃぐにゃと曲がっていました。あれ

は鉄道用語で蛇行動という自励振動、すなわち外から揺

すらないのに勝手に振動が発生してしまう現象がまさに

起きて、あの様に線路が曲がってしまったのです。蛇行

動を克服するのが何と言っても一番の課題だったと思い

ます。そして、日本でその技術開発がなされ、実用化さ

れました。しかし、今日世の中を変えるほど発展した新

幹線の技術は、単に速く走る技術だけにあるのではなく、

様々な技術分野でもガラッと変えたと思います。機関車

で客車を引いていたのが電車方式に変わりましたし、運

転士が信号機を見て走っていたのが車内信号に変わりま

した。車内信号と言っても、車内に赤・青・黄が出るわ

けではなく、速度が表示されるわけです。この車内信号

のデザインは、非常にうまいこと考えたと思います。そ

して、踏切を無くし、線路をロングレール化し、高速で

走行できる分岐装置も開発したりと、多くの点でシステ

ムチェンジをしたことで高速鉄道が実現したのです。最

近「グランドデザイン」という言葉があちこちで言われ

ていますが、まさに鉄道のグランドデザインを最初に造

ったのが新幹線だと思います。

その結果、世界でも稀な高い安全性が確保されたわけ

で、新幹線の影響力は大きかったと思います。東海道新

幹線以降は、東北・上越新幹線など次々と開業していき

ましたが、JR東日本の新幹線では、今までにない新しい

チャレンジとして、雪に対する対策、在来線への直通運

転、分割・併合運転などがあります。さらに、通勤輸送

のために総2階建ての車両も登場しましたし、先ほど私も

紹介しましたけれども、アクティブサスペンションとい

う乗り心地を改善するための最新の技術を投入するなど、

非常に挑戦的なことがされてきました。

一言で「グランドデザイン」と言いますが、我々技術

の立場からは、社会から要求されると技術的限界が伸び

ていくのではないかと思います。要するに、技術的な限

界というのは物理的に決まるものではなく、社会からの

要求と重要性で決まっていくのではないかと思うのです。

（遠藤）ありがとうございました。技術はある面では、社

会の需要あるいはニーズからターゲットが決まるという

ような、大変ご示唆に富む話だと思います。

次にデザインの方から、現在あるいはこれまでの新幹

線についてお話をお願いしたいと思います。最初は1964

年、0系新幹線から始まった新幹線のデザインについて、

福田先生からお話をお願いします。

（福田）先ほど横山さんから、「そそられる駅」、「タッチ感」

といったお話がありましたが、まさに私が申し上げたか

った五感に関する部分です。心に響く駅やタッチ感とい

うのは、モノと自分の間のインタフェースに関る部分で

あり、今まさにそこが問われていると思います。もう少

し話を進めると、最近では新しい脳の機能が注目されて

きています。つまり、視覚や聴覚ではなく、もっと原始

的な味覚、嗅覚、触覚といった機能です。知性や理性は、

視覚と聴覚で成り立っている世界ですが、下等な能力と

いうか、味覚、嗅覚、触覚も、皆さんが暮らしていく中

で重要な役割を担っています。例えば、味覚で言えばグ

ルメブームやスローフードといった両極端な世界があり、

まさに食そのものが、食べられればいい時代から、それ

を越えてどうやったら美味しくいただけるかということ

を様々なベクトルで考える時代になっています。嗅覚で

言えば、アロマテラピーと無香料の化粧品などの様にや

はり両極端があります。触覚で言えば、マッサージや指

圧、あるいは汗を流すスポーツジムのようなものです。
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この様に、今みんなが自分の健康に気を遣い始めている

ことと、環境への関心が高まっていることとは、似かよ

ったベクトルだと思いますし、多分そういうことが鉄道

車両の快適性にも求められるのではないかという気がし

ます。

（遠藤）ありがとうございました。今の新幹線というより

も、少し先を暗示させるようなお話をありがとうござい

ました。

（遠藤）それでは、マレー・ヒューズ氏から、世界、特に

欧州の高速鉄道の状況など、世界の動向を聞かせていた

だきましたので、少し視点を変えて海外の高速鉄道、あ

るいは鉄道と新幹線について対比などをしながら、海外

鉄道というものを話題の俎上に載せて、ディスカッショ

ンしてみたいと思います。それでは横山さんからお願い

します。

（横山）今年は三連休が少ないのでとても残念なのですが、

私は三連休があると必ずといって良いほど海外に行って

います。空港からそのまま月曜日に出社するということ

も、よくあります。そういう私が海外で心掛けているこ

とは、まずはその町の市場と駅を見ることです。到着が

夜でなければ、行ったその日に知らない町の市場と駅を

見に行きます。市場で売っているモノやその売り方や買

い方を観察する。みんなそこの国の人達ですから、その

国の人達のやり方を知ることができます。手っ取り早く、

その街を知る良い方法です。駅では、旅行客、通勤客、

仕事をする人達を見ることができます。その国の人の暮

らしぶりを知るために、市場と駅を見るのはとても有効

です。

その移動手段には、タクシーなどは使わずに必ず公共

交通を使います。そこでも、その国の人たちの生活、そ

の国らしさを見たり、感じたりすることができます。普

段の交通手段というのは、国によって違うものです。東

京は、すごく分かり難いですが、外国人に東京らしさを

感じられる乗り物を勧めるとしたら、わたしは地下鉄や

山手線を薦めるかもしれません。例えば、大江戸線なら

駅を降りれば江戸らしさが見える。山手線を降りてみれ

ば下町から山の手までの雰囲気がありますから。

ニューヨークやソウルなら地下鉄が良いと思いますし、

ホーチミンシティやプノンペンならバイクです。ワルシ

ャワではトラムを、ローマではバスを、シドニーではメ

トロライナーを。本当にさまざまな町でいろいろな乗り

物を利用してみました。先ほどマレー･ヒューズ氏のヨー

ロッパの高速鉄道のお話を聞いていたら、次のヨーロッ

パの旅で高速鉄道を利用してみたいと強く思いました。

鉄道の旅は私の旅の原点です。学生時代には、年に二

度「ワイド周遊券」を使って長い旅をしていました。海

外でも、そのときのようにその地のその地らしさが見え

るような鉄道の旅がしたいのです。国が変わる、風景が

変わる、文字が変わる、食事が変わる、そんな鉄道の旅

を楽しみたいです。看板にある文字が「CAFE」のカフェ

から「KAFE」のカフェに変わったりして、それだけで

「違う国なんだな」と感じられるのも楽しいですね。

休みが長く取れたら、バンコクからシンガポールまで

行く高級列車イースタン・オリエント・エクスプレスを

利用した旅をしようと思っています。何日もかかる旅な

ので、仕事をしている身ではとても難しいのですが、ア

ジア好きのわたしの憧れの旅です。ジャングルの中を通

ったり、水田の中を通ったりするようです。出る食事も

その国のものが出るそうです。そんな鉄道の旅の極みを

味わってみたいと思っています。ただ、一人旅が好きな

ので、そういうときにネックになるのが、安全性の問題

です。鉄道の旅はそういう意味では、日本の安全性はす

ばらしいと思います。荷物を置いたまま、トイレにいっ

ても大丈夫なのですから。海外の鉄道の話だったのに、

ただの旅マニアのとしてのコメントとなってしまいまし

た。すみません。

（遠藤）ありがとうございました。ずいぶんタフな旅行を

されているのですね。つづいて、技術的見地から、我が

海外の高速鉄道4.
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日本の新幹線と海外の高速鉄道について須田先生は、ど

の様に感じていらっしゃいますか。

（須田）先ほどのマレー・ヒューズ氏のお話にあったよう

に、日本が高速鉄道に先鞭をつけたということですが、

日本の新幹線を徹底的に勉強し、それを越えるものを造

ったのが海外の新幹線ということになると思います。フ

ランスのTGVは、ある意味では日本の新幹線とは正反対

のことをやって大成功を収めています。例えば、全部の

車両にモーターがついた電車ではなく機関車方式とした

り、場合によっては単線でも走れるような仕組みを作っ

たことです。FASTECHの講演の中で、パンタグラフが

課題だという話がありましたが、初期の日本の新幹線で

はパンタグラフが2両に1個ついていたところを、フラン

スの場合は完全に1個にしてしまうなど、かなりチャレン

ジをしたのがフランスの新幹線です。私はこれを「第二

次世代の新幹線」と言っているのですが、最近になって、

フランクフルト～ケルン間を走るドイツのICE3が開業し、

これは「第三世代の新幹線」であると思います。ICE3に

乗って驚いたことは、客室の一番前から前方を見たとき

のことです。技術的な観点から一番前で高速走行中に眺

めてみましたが、ほとんどカーブばかりで真っ直ぐなと

ころはほとんどなく、高速道路に沿って走っています。

さらに、先ほどマレー・ヒューズ氏の写真にもありまし

たが、急勾配もあり、まるでジェットコースターに乗っ

ているような感じです。速く走るにはカーブが無く平坦

であることに越したことはありませんが、カーブを作っ

てさらに勾配を許容しながらも高速走行するという様に、

随分と高速鉄道の視点が変わってきています。

以上は、純粋に技術的な話ですが、最後にもう一つ、

利便性という観点から違いを紹介したいと思います。横

山さんからはレジャー的な旅行の話がありましたが、私

が外国に行く場合はビジネストラベルですので、なるべ

く目的地に早く着きたい。そういう観点から、日本の新

幹線と海外の新幹線で根本的に違うことは国際空港との

連携です。これはぜひとも言いたいと思ってスライドを

用意してきました。ご存じと思いますが、フランクフル

トの空港にはICEの駅がありますし、パリのシャルル・

ド・ゴールにもTGVの駅があります。そのため、日本か

らヨーロッパには昼ごろに到着しますが、その日のうち

に高速鉄道に乗れて、空港が無い地方都市にもその日の

うちに着いてしまいます。例えばドイツでブランシュヴ

ァイクに行くときもICEで簡単に乗って行かれますし、も

ちろんフランスでもそうです。先ほど、飛行機と新幹線

はコンペティターだと言う話がありましたが、国際航空

路線とは実はコンペティターではなく、むしろ仲良くす

るべきだと思います。ヨーロッパで国際空港と高速鉄道

の連携ができているところが、日本と違うところではな

いでしょうか。以前、日本でも成田空港に行く成田新幹

線構想がありましたが、国際的な見地からすると成田新

幹線を何とか復活できないかと思っています。もしこれ

が実現すると、海外から来られたお客さまが成田空港に

着いて、長野、新潟、秋田などにもその日のうちに簡単

に着けることになります。これは非常に大きな魅力では

ないでしょうか。そういうわけで、ぜひ新幹線の次のフ

ェーズとして、国際空港との連携というのを是非検討し

てほしいと思っています。

（遠藤）どうもありがとうございます。また新たなご提案

もしていただきましたが、TGVやICEと我が新幹線の違

いなども、非常に的確にお話しいただきました。

それでは福田先生。海外のそれぞれの国に応じた高速

鉄道のデザインと言いますか、美というものがあるよう
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にも思いますが、それらと我が新幹線を比べ、あるいは

海外の鉄道に対するご感想などがございましたらお願い

します。

（福田）フランクフルトの話が出ましたが、たまたま去年

フランクフルトからケルンへ行ったときに、ドイツの

ICE3を利用したのですが、バゲッジもハンズフリーで快

適な旅ができました。ケルン中央駅ではすぐにバゲッジ

をピックアップできますし、ホテルまではタクシーで1メ

ーターで行けました。飛行機と鉄道が密接につながって

いて、非常に使いやすくなっていると感じました。これ

が、フランクフルトから国内線を利用してケルン・ボン

空港に行きますと、そこからケルンまでの間はだいぶ時

間がかかりますし、タクシーでは相当の金額になってし

まいます。

欧米と日本の車両との違いについて、設計条件などは

各国のお国柄が出るものですので、体験乗車の際にはそ

ういった条件を逆の意味で楽しもうと思っています。先

ほどマレー・ヒューズ氏のお話にも、「ばね上」「ばね下」

といった難しい話も出てきましたが、乗り心地という意

味でもそうですし、例えば間仕切りの捉え方やコンパー

トメントというのも、日本と文化の違いが出ていると思

います。

「旅のしつらい」ということでお話したいと思います。

エクステリアとインテリアを考えると、エクステリアは

非常に技術的な話になりますが、先頭車の形状は、四角

い断面のものを斜めにスパッと切り落とした楔形を丸め

たような形が一般的です。ドイツのICEも最初はそうだっ

たと記憶していますが、今ではまゆ玉のような有機的形

態に変わってきています。そして、先ほどのAVEもそう

です。上野動物園にある鳥の館には鳥の骨や頭蓋骨の標

本が並んでいるのですが、それを見ていたときに先ほど

の次世代のペンドリーノに良く似た標本があったことに

はとても驚きました。自動車もそうですが、ヨーロッパ

の車は非常に個性的で、多分エンジニアの考え方も違う

のかもしれませんが、多種多様な車があったかと思いま

す。今の時代は、やはり安全性や環境性能を重視してい

くと、ヨーロッパ車も70年代の空力の車から相当変わっ

てきていると思います。ですから、今後必要なことは、

個性化というものと、グローバルな意味での環境対応を

どの様にしていくべきかという切実な問題の2点だと思い

ます。インテリアについては、先ほどの文化人類学的考

察ではないですが、我々がデザインすると「これはちょ

っと暗い」とか「明るすぎる」という議論をよくされる

のですが、日本人の黒い瞳と透き通った瞳の方たちの文

化では感じ方が違うのだろうと考えています。

もう一つは、和辻哲郎の『風土』ではありませんが、

湿気の問題です。高温多湿の日本とヨーロッパの空調シ

ステムとでは、ブロアーに対する感覚も違うものです。

たまたま暑い夏ですとたまらない時もありますが、そう

いうことをきちんと分かって、我々もモノづくりにアプ

ライしていきたいと、いつも思っています。

（遠藤）どうもありがとうございました。それでは、ある

面では本日の本題でもありますが、「これからの新幹線へ

の期待」ということで、お話いただきたいと思います。

我々は今、プロジェクトのファーストミッションは何

よりも到達時分短縮、走行速度を上げるということです

が、その辺についてのお考えを横山さんからお願いしま

す。

（横山）まず、到達時間を上げるということになると、大

きく競合してくるのが飛行機だと思います。最近は、航

空運賃が非常に安くなっているので、大阪からの出張で

も新幹線ではなく飛行機を利用する企業も増えてきてい

ます。飛行機と新幹線の圧倒的な違いについてですが、

飛行機は「点と点」をつないでいます。つまり、ある地

域からある地域まで一気に移動する。その間は雲の上を

飛んでいるのですから風景も駅もありません。

飛行機は、「自己演出感が持てない」点が一番の困りも

のです。着席するとシートベルトを締めなければなりま

せんし、実は快適なようでいて縛りつけられている、あ

る種拘束されているという状態です。しかも、なされる

これからの新幹線への期待5.
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ままと言うのでしょうか、「ご用意いたしました」と、キ

ャビンアテンダントが全てを持ってきてくれますが、満

足感は低い。それは、飛行機では「自己演出感が持てな

い」からだと思うのです。すべてが、与えられるもので

あり、自分で選んだものではない。移動のための我慢の

時間とすらいえます。なされるがまま、「まるで手術台の

上に座ったような」感覚のシートは、決して楽しくはあ

りません。

その点新幹線は、これからますます期待する点でもあ

るのですが、自分空間を確保できます。今後の新しい新

幹線は、ますますそういうことができるようになるので

はないかと思います。通勤や旅を自己演出できる点が、

大きな魅力の一つです。自己演出の仕方は、ユーザーが

これからどんどん自分で作り出していくでしょう。新幹

線は、ユーザーが求めたことを実現できる場であってほ

しい、豊かに過ごすことができる「場」を提供してほし

い、そのように思います。たとえば、椅子のレイアウト

や室内の雰囲気なども選べるようになっていると嬉しい

なと思います。

また、新幹線はフェードイン、フェードアウトといっ

た気分の切り替えを持つことができる、気持ちの調整場

でもあります。これが意外と大事なポイントです。車窓

を眺めながら、いろいろなことを空想したり、ビジネス

のアイディアを思いついたりもできる。なんでも自分次

第という、非常にニュートラルな空間なのです。そうい

う空間は、あるようでいて、なかなかありません。単な

る移動空間を越えた、独特な空間であるともいえます。

このように、自分の気分に合った状態を自分で演出で

きるところが、一番大きな、新幹線と飛行機の違いだと

思います。自己演出できるようなそういう空間を新幹線

にますます望んでおります。

そこで新たな課題も生じると思います。飛行機は「点

と点」の繋がりですが、新幹線は「線と面」の繋がりを

持っています。つまり「線と面」であるということは、

飛行機のように点と点を移動しているのではなく、通り

過ぎる途中にたくさんのものや情報があるわけです。景

色がある、観光地もある、歴史もある、うんちくもある、

そして地域名産やお弁当もある。飛行機のように「点と

点」を目指すのではなく、これからの新幹線は通り過ぎ

る途中にある「線と面」の部分というものを、どんどん

我々ユーザーに教えていただきたいと思います。今はお

弁当を売りに来ることなどによって、少しだけ面を感じ

ることができますが、研究開発センターでは様々な研究

が行われていると思いますので、何としても飛行機の

「点と点」への差別化として、新幹線の持つ「線と面」の

魅力を生かしていただきたいと思います。

もう一つ、高速化が進むことによって、次世代新幹線

だからできる地域とのアクセス向上というものがあると

思います。旅の日常化という傾向が今後もあるとすれば、

新幹線が高速化することで、今までは行けなかった地域

に日帰り旅もできるようになるかもしれません。ですか

ら、地域とのアクセスを上手く連携させれば、気軽に、

コンビニ感覚で簡単に行けるような、今までになかった

旅が可能になると思います。官民一体となった観光ルネ

ッサンス事業もスタートし、「観光カリスマ」制度もでき、

地域の良さを見直す動きがさかんになってきています。

次世代新幹線だからこそできる旅をどんどん発信してい

ただきたいと思います。家族が向き合ってお弁当を食べ

ながら旅できるなんて、クルマや飛行機では絶対にでき

ません。新幹線の高速化で、ぜひとも「日本離れ」した

ユーザーを、日本に戻るようにしてほしいと思います。

（遠藤）ありがとうございました。新幹線は「線と面」を
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大事にしようということだと思います。

次に福田先生、お願いします。高速化というのは、美

やデザインといった部分とどの様に連関していくのでし

ょうか。

（福田）飛行機のお話が出ましたので、そのお話をしたい

と思います。以前、「スーパーひたち」をデザインしたと

きに、トランスポーテーション・デザイン・オーガニゼ

ーション（TDO）というのを組織してやってきました。

その時に各マスメディアに書かれたのが、「飛行機のよう

な」という形容でした。多分ハットラック式の荷棚部分

を見てのことだと思うのですが、「飛行機のような」とい

うのは、マスコミでは良い意味で使っていたと思います。

先ほどの横山さんのシートベルトの話ではありませんが、

新幹線は自由に車内を歩き回れる点が飛行機との一番大

きな違いだと思います。高速走行でも揺れないというの

は、すごい技術だと思いますし、360㎞／hで床・壁・天

井が無かったら体感スピードはとんでもないことになる

わけです。

先ほど「旅のしつらい」ということでお話ししました

が、飛行機についてサービスの観点からもう少しお話し

てみたいと思います。例えば、乗り込む前に出るあめ玉

には、気圧の変動で唾液をごくんと飲んで調整していく

あの機能、そして、どうしても乾燥した湿度の低い機内

ですから、「コーヒーにしますか、紅茶にしますか」とい

うあのコメントも、そういったキャビンの環境から出て

きたものではないでしょうか。先ほどのシートベルトで

言うと、シートベルトを締めていることを忘れさせるぐ

らいのエンターテイメントを提供する、あるいは新聞・

雑誌もそうかもしれません。私は必ず乗るときは落語を

聞くので、随分と落語も覚えましたが、そんなことはシ

ートベルトをしていることを忘れさせるということだっ

たのではないかと思うのです。そうすると、先ほどの

「感性デザイン」で触れた光と風と音につながっていきま

す。つまり、照明、空調、あるいはジェット音といった

空間のマイナス要因を航空業界ではきちんと歴史の中で

プラスの要因に変えてきたと言えるのではないでしょう

か。先程お話した、マスコミの方達が飛行機は快適だと

いうイメージで使っていたあのコメントが、まさに航空

業界の方たちが努力した結果なのではないでしょうか。

ゲートから乗って離陸するまでの時間的な無駄も含め、

そこをきちんと航空業界の方たちは歴史の中でクリアし

ていったのではないかと思うのです。

ここに描いた機内サービスのスケッチは国内線では出

ませんが、退屈な十数時間のフライトも絵を描いている

とあっという間に過ぎてしまいます。こういうことの一

つひとつも、昔は三食きちんと出ましたが、今は右上に

あるように、自由にカップラーメンが食べられたり、お

にぎりが食べられたり、その人一人ひとりに合わせたき

めの細かなサービスに変わってきています。食べたくな

い人は寝ていても良いですし、エコノミーでもこれだけ

のものが出ているんだぞということを申し上げて、デザ

インの話というのは先ほどお話した様に、形や色の美し

さだけではなく、「五感に響く」という意味で、そこでい

かに美しく快適に過ごすか…ということが、これからと

ても大事なことになるのではないか、これからの新幹線

のサービスに対するあり方とは、シートベルトがない分

だけもっとやり方があるかもしれないと考えています。

（遠藤）ありがとうございました。五感に響く新幹線を創

っていくということが、我々の一つの課題のような示唆

に富んだお話だったと思います。

次に須田先生から、技術的な面でこれからの新幹線に

対するご提言、特に安全や信頼といった面も織り交ぜて

お話いただければと思います。

（須田）今、快適性の話も出てきましたので、いろいろな

観点からの話をしたいと思います。先ほどFASTECHで

苦労しているという話がありましたが、技術的な観点か

らいくと、まさに環境問題が大きな課題であると思いま

す。同時に、同じ音の問題でも車内の騒音という課題も

あると思います。これが快適な空間の実現につながって

くると思います。もう一つ技術的な観点から今後期待す
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るのは、先ほどから出ている飛行機や他の乗り物と比べ

て明らかに違うところでもありますが、インフラを持っ

ているという鉄道の特徴を活かして欲しいということで

す。航空会社は、飛行機は所有していても空港は持って

いませんし、航空管制は国が運営してくれます。道路の

場合は、信号は警察が管理運営しています。しかし、鉄

道の場合は線路や信号も含めて全てのインフラを自前で

持ち、運営しています。その強みをぜひとも活かして欲

しいと思うのです。つまり、インフラ、信号、車両を協

調させることで、この境界問題の解決をぜひとも推進し

ていただきたい。これが鉄道の強みを一番発揮していく

ところではないでしょうか。

FASTECHでは様々な新たな取り組みがなされていま

すし、当たり前のことを言っても大学の立場として面白

くないだろうと思いますので、夢みたいなことも幾つか

お話したいと思います。一つは、先ほどの乗り心地を良

くする「アクティブコントロール」です。現在は省エネ

の観点から研究に取り組んでいますが、次のターゲット

は何かというと、単にアクティブコントロールで車両を

コントロールするだけでなく、線路もコントロールする

ようなアクティブコントロールだと思っています。この

様なことは以前から言ってはいたのですが、先ほどのエ

ネルギーを使わないことは「セルフパワー」と言います

が、今度のコンセプトは「セルフメンテナンスシステム」

と名づけています。モノというものは、通常は使えば使

うほど悪くなるものですが、逆に使えば使うほど良くな

るシステムというものをぜひとも開発したいと思ってい

ます。線路を良くするだけではなく、車両についても走

れば走るほど、悪いところが出てきたら自動的に補強さ

れていく、そういう全く新しいコンセプトを次のターゲ

ットとして狙っていくと新しい発想の新幹線ができるの

ではないか。そんなふうに思っています。

（遠藤）「セルフメンテナンス」ということで大変魅力的

なご提案がございましたが、一緒に共同研究をやりたく

なるようなお話でした。

（遠藤）実を申しますと、シナリオでは幾つかのチャプタ

ーがまだ残っているところではございますが、この辺で

そろそろパネルディスカッションの締めくくりへ向かっ

ていきたいと思います。これからの新幹線に求められる

利便性や快適性、特に快適性については既に大分議論さ

れましたが、その辺も織り込みながらお話をいただきた

いと思います。また、この様な機会ですので新幹線に必

ずしもとらわれずに、JR東日本グループ、あるいはJR東

日本の研究開発に対するご要望や、こんななことがあれ

ば良いのではないかという事柄などについて、コメント

をいただければと思います。それでは横山様、よろしく

お願いします。

（横山）JR東日本は本当に強力な先端技術チームを持った

会社だと思うのですが、そういう先端技術を極めていく

とものすごくキュートなものができあがるということに

最近気付いてきました。それは、Suicaがそうですし、

FASTECHでもそうです。ご存じの方も多いと思います

が、新しい新幹線FASTECH360のフィギュアが出ていま

す。私も買いました。萌え系のフィギュアで顔も取りか

えられて耳も出てくるようになっています。つまり、技

術の極みを極めたら、日本の「Kawaii」という文化に入

り込んでいたということです。日本のアニメや服、小物

などが「Kawaii」という言葉で世界進出していますが、

そういうことを発信するモノになろうとは思いもせずに、

ずっと以前から研究されてきたものが、日本独自の文化

であるキュートなものになっていったことが非常に面白

いと思うのです。Suicaにしても、合理性を考えられたの

でしょうけれども、ペンギンがついている最初のSuicaに

はプレミアムがついて、インターネットオークションで

は高額で取引されていました。

この様に、技術を極めていくにも関わらず、キャラク

ターづくりが上手であるというのは、天性としか思えな

い才能を感じます。多分、技術を極めていくと人の心を

打つものになるのだと思いますので、これからも非常に

期待しております。そしてまた、優れた技術が生みだす

何かで私達を驚かせていただきたいと思います。

（遠藤）ありがとうございました。次に須田先生、お願い

します。

（須田）先ほどFASTECHの紹介のところで、最高水準の

快適性を達成するというお話がありましたので、そこに

非常に期待しています。私が快適性を研究する中で感じ

ていることは、実は「快適性というのは不可逆だ」とい

JR東日本の研究開発に望むこと6.
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うことです。一度良い経験をすると、絶対に元には戻れ

ない。人間の感覚は非線形であり、そうであるとすると、

「進化し続けなければならない」ということですから、ぜ

ひとも永久に進化し続ける研究をお願いしたいと思いま

す。

ちょっと堅い話をもう一つ言うと、今2007年問題とい

うのがあり、技術の伝承が一つの課題となっています。

日本を代表する鉄道会社であるJR東日本には、ぜひとも

「確実な技術伝承」を実践していただきたいと思います。

最後にもう一つ言いたいのが、「世界への展開」というこ

とです。今度、中国にE2系新幹線が輸出されるようです

が、ぜひとも日本の技術を世界で花開かせて欲しいと思

います。

（遠藤）ありがとうございました。それでは福田先生、お

願いします。

（福田）まとめということですので、FASTECHの色につ

いて少しご紹介しながらまとめたいと思います。先ほど

横山さんからも、日本独特の文化というお話がありまし

たし、日本の技術伝承ということも須田先生から出まし

た。私も、まとめとしてそのことを言いたかったのです。

FASTECHの色目については、日本の緑という言葉に対

する多様性が込められています。一つは永遠の緑という

意味、一方湿気の多い日本の気候では色彩も曖昧で緑の

山も青く霞みグラデーションで空に消えていくというイ

メージです。我々は普段よりこのように感じられる環境

の中に住んでいるわけで、そういう文化と気候風土の中

で、色一つについても極めていきたいと思っています。

1964年に日本発のすばらしい高速鉄道がセッティング

できたわけですが、これをどの様にチューニングしてい

くかという点が現在の課題だと思います。そのチューニ

ングの範囲とは、これからのJR東日本の夢の大きさその

ものだと思いますし、そこに期待しています。

（遠藤）どうもありがとうございました。大変ご示唆に富

んだ話、また、多岐にわたり個性豊かなパネリストの

方々からのお話でしたので、私が感じたキーワードや、

思ったところを述べさせていただいて締めくくりにした

いと思います。

横山さんからは、これからの新幹線は、飛行機にはな

い、線と面を大事にした新幹線であって欲しいというこ

とで、これから次世代の新幹線をつくる立場として、大

変重要な視点と理解させていただきました。福田先生か

らは、とにかく五感に訴える新幹線ということで、視覚、

聴覚だけではなく五感という視点で快適性や利便性に注

力したいと思います。また、須田先生からは、快適性と

いうのはとどまるところはなく不可逆なものだと。これ

を肝に銘じて、我々は常に前を向いて進化をし続けたい

と、かように決意もしたところです。また、JR東日本の

鉄道技術、この発展と伝承というところもエールを送っ

ていただきましたので、肝に銘じて進んでいきたいと思

っております。

本日は、パネリストの方々から、これからの新幹線に

対して大変有意義なヒントをいただきましたし、また会

場の皆様にとりましても、いろいろなお考えをお持ち帰

りいただけるものと思っております。それでは、これで

パネルディスカッションを終了させていただきたいと思

います。長時間にわたりまして、ご静聴ありがとうござ

いました。

おわりに7.

東日本旅客鉄道株式会社　
技術企画部長　兼　JR東日本研究開発センター所長

遠藤　隆（コーディネーター）


